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核融合装置には，核融合反応後のヘリウム灰

などを炉外へ排気するためにダイバータが設

置されている．ダイバータへは，ヘリウム灰と

同時に燃料粒子である重水素とトリチウムも

流入してくる．その際，ダイバータ材料である

タングステン(W)に，燃料粒子が吸蔵されてし

まうという課題がある．特にトリチウムは放射

性物質であるため，安全性の観点から多量の吸

蔵は望ましくない．そのため，W中の燃料粒子

の挙動を知ることはとても重要である．また，

プラズマによるダイバータの熱負荷も課題と

なっており，非接触プラズマの生成による熱負

荷低減が提案されている．しかし，非接触プラ

ズマによる W 中の燃料粒子の吸蔵に関する研

究はシミュレーション研究があるのみであり，

実験的研究は行われていない． 

当研究室のプラズマ生成装置は，プラズマを

定常で生成でき，非接触プラズマの生成も可能

である，そこで，非接触プラズマが W 中の重

水素の挙動へ与える影響を調べることを目的

とし，実験を行った． 

Fig.1 にシートプラズマ生成装置 TPD-Sheet 

IVと試料照射部を示す[1]．非接触プラズマは，

ターゲット近傍への追加のガス導入によって

生成される．実験では，Wの背面に水素吸蔵材

料であるチタン(Ti)を設置した W-Ti 試料を用

いた．これにより，W の背面に設置した Ti に

よって W を透過してきた粒子を捕捉し，透過

量の計測を可能とした[2]．試料の厚さは，Wが

1mmであり Tiが 0.1mmである．Fig.2 に接触プ

ラズマ(左)と，非接触プラズマ(右)を示す．照射

実験では，接触プラズマ及び非接触プラズマを

W-Ti 試料に照射し，Wと Tiそれぞれの重水素

吸蔵量を昇温脱離装置(TDS)を用いて計測した． 

詳細はポスターにて報告する． 

 
Fig.1 シートプラズマ生成装置TPD-Sheet IV 

及び試料照射部 

 

 
Fig.2 重水素プラズマでの接触プラズマ 

    (左:Γ =1.0×1022[m-2s-1])と非接触 

    プラズマ(右:Γ=4.7×1020[m-2s-1]) 
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